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２　幸田町の運動についての現状
　　【運動不足と感じている人の割合】(平成25年度調査)

運動不足と感じている人の割合が、
特に20 ～ 30代に多く、１日30分
以上かつ週２回以上運動をしてい
る 人 の 割 合 は、28 ％ で(愛 知 県：
30％：平成24年調査)他市町村と比
較しても運動習慣のある人の割合が
低かった。

３　グループワークで「地域で家族や仲間ともに運動をするためにどんなことができるか。」話し合い、以
下のご意見が出されました。

・�学区で年２回ほどウォーキング大会を計画し、参加を呼
び掛ける。

・�区で夏休み等利用し、ラジオ体操を実施し、参加には回
覧板などで呼び掛ける。また、その場を利用して、自分
で作った野草の物々交換の場として、地域の絆を作る。

・各団体活動をPRし、地区で活用する。
・ウォーキングコースのPRをする。
・�地区のおけるイベント等一覧にして、回覧版で周知する。
・�地区のスポーツ活動をスポーツリーダーと協力して進め

ていく。
・�地区スポーツ行事は知らない人と知り合えることができる。

４　ウォーキングコースの紹介
　１）こうたさわやかウォーキングマップ　６コース
　　　http://www.town.kota.lg.jp/index.cfm/10,26538,291,html
　２）健康の道
　　　http://www.town.kota.lg.jp/index.cfm/10,11159,291,html
　３）こうた文化財ウォーキングマップ　１０コース
　　　http://www.town.kota.lg.jp/index.cfm/12,30736,292,html

５　イベントなど
１）2014 健康福祉まつり（健康ウォーキング）　
　　とき　11 月 16 日（日） 午前９時～  歯科優秀者表彰（親子良い歯コンクール・8020 運動）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウォーキング講習、ウォーキング
　　　　　　　　　　　　 午前９時 30 分～午後２時  �展示・体験コーナー（体脂肪率測定、脳年齢チェック、 

骨密度測定、血液循環チェック、介護予防クイズ、
高齢者疑似体験コーナーなど）

　　ところ　ハッピネス・ヒル・幸田 センタープラザ、図書館ギャラリー
　　そのほか　・ウォーキングの受付は午前８時３０分～９時です。
　　　　　　　・センタープラザに集合、発着とし、不動ヶ滝までを往復します。
　　　　　　　・ウォーキング終了後に豚汁を無料配布します。
２）ウォーキング　ＡＫＧ 63：偶数月第１月曜日
　　　　　　　　　（コース・集合時間などについては健康課にお問い合わせください）
３）だれでもできる健康体操　日程は広報の保健センター行事をご覧ください。
問合せ　健康課　内線181

0 20 40 60 80 100

70 代以上 63.8

75.0

82.1

84.1

87.9

80.6

52.9

36.2

25.0

17.9

15.9

12.1

19.4

47.1

60 代

50代

40代

30代

20代

10代

はい
いいえ

(%)



広報こうた●2014（H26）11.12323

【住民健診受付】

　町では平成25年度に「第２次健康こうた21計画」策定し、「幸せな楽しいくらしはまず健康」の基本理念
のもと、健康増進のために様々な取り組みを行っています。
　平成26年７月30日に区長、民生委員に出席いただき、町内にある保健事業の協力団体の活動紹介と「地
域で呼びかけ！！健康づくりのきっかけづくり」をテーマに、地域で家族や仲間とともに運動をするために
どんなことができるか話し合いました。
１　保健事業協力団体の活動紹介

健康の町推進団体等交流会の報告

⑤ 旨
うま

みの会（平成24年度できる男の健康料理塾
卒業生：17名）

　仲間とともに望ましい食生活の実践や幸田町の
景観を楽しみながら、ウォーキング等健康づくり
の実践活動をしています。

【げんきかい（町内４か所）で運動指導】

【訪問時の様子】
【団体合同ウォーキング大草・久保田史跡めぐり】

【旨
うま

みの会ウォーキング】

①保健推進員(33人)
　地区住民への健康に関する啓蒙活動を行ってい
ます。また、 住民健診の会場準備、受付業務、講
座の託児、健康福祉まつり等協力しています。

③こんにちは赤ちゃん訪問員（ 18人）
　生後４か月未満の赤ちゃんのいる家庭を訪問
し、お母さんと保健センターとのパイプ役を勤め
ています。

②こうた健康引受人「ハート会」（ 15人）
オリジナル体操『こうたハート体操』を中心に健
康体操を町民皆さんに広め、健康づくりを推進す
るための活動を行っています。

④ AKG63（平成23年度できる男の健康料理塾卒
業生：17人）

　仲間を誘いウォーキングの実践や望ましい食生
活の勉強会、ボランティア活動などを行い、地域
との交流を目指しています。
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Ⅱ　幸田町子ども会議
　参加者
　　　幸田高校…星野 達也、保田 航輝、伊澤 美穂、松井 萌
　　　北部中学校…畔栁 徹郎、小林 香捺斗、甲村 美歩、都築 沙也加
　　　幸田中学校…石野 匠馬、木下 和哉、手島 瑠美、藤井 七夢
　　　南部中学校…三木 健生、渡邊 大祐、鈴木 菜津子、永谷 巴琉　　（敬称略）

１．幸田町の未来を考えよう！～幸田町町村合併６０周年を踏まえて～
　幸田町は今年で町村合併60周年となります。今年の子ども会議ではそれを踏まえたテーマを設定し、幸
田町の３つの中学校と幸田高校の生徒が集まって交流し、幸田町の未来に向けた提案をしました。

２．幸田町の過去、現在を見つめ、未来の幸田町を考える
　町村合併60年来の出来事を振り返った後に、現在の幸田町のよいところ、好きなところ、よくしたいと
ころを出し合いました。そして、それを踏まえた10年後の幸田町の姿を考えました。

幸田町のよいところ、好きなところ
・地域のつながりが多い。
・筆柿などの特産物がたくさんある。
・えこたんバスが無料で使える。

幸田町のよくしたいところ
・デパートなどの大型商業施設がない。
・大きな病院がない。
・人口が増えていくにつれて、自然が減少している。

10 年後の幸田町はどうなっているかな？
【グループ１】温泉やスポーツセンター等を開設し、たくさんの人が町を訪れ、住みやすい町になっている。
【グループ２】大型商業施設等があり快適な町になっているが、自然とも共存している町になっている。
【グループ３】子ども、若者、高齢者の３世代の交流ができるような町になっている。

3．感想（抜粋）
・みんな幸田町に住んでいるので、今日話し合って作り上げたものが将来実現できるといいと思いました。
・幸田町が大好きだからこそ、色々な改善点が見えました。もっと豊かで明るい町になってほしいです。
・今後は幸田町の発展のために何か少しでもいいので、地域活動等に参加できたらいいと思いました。
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子どもと大人のワークショップ、幸田町子ども会議を開催しました
　平成23年４月に施行された「幸田町子どもの権利に関する条例」に基づき、８月６日に「子どもと大人
の合同ワークショップ」、８月19日・20日に「幸田町子ども会議」を昨年に引き続き開催しました。

Ⅰ　子どもと大人の合同ワークショップ
　参加者
　　坂崎小学校…山本 航大、柴田 歩乃佳　　　幸田小学校…伊藤 颯太、浦山 妃菜
　　中央小学校…稲葉 晃弘、志賀 美咲　　　　荻谷小学校…三浦 辰直、宮川 礼名
　　深溝小学校…徳永 好汰、岩瀬 菜南　　　　豊坂小学校…内藤 蓮、伊藤 唯　　　（敬称略）
　　子どもの権利擁護委員…１人 　子ども施策推進委員…９人 　小学校教諭…６人（各学校１人ずつ）

１．子どもと大人が対話する
　子どもの権利に関する条例を深く浸透させるために、この条例に定められた７つの柱となる権利を話題の
中心にして、子どもと大人で話し合いました。
　子どもにとって大切な７つの権利
　　１．安心して生きる権利　　２．自分らしく生きる権利　　３．学び育つ権利　　４．遊び育つ権利
　　５．ともに育つ権利　　６．自分を守り、守られる権利　　７．参加する権利

２．対話の内容
　子どもと大人の対話に先だって、子ども、大人それぞれで話し合いました。子どもは子どもの権利につい
て話し合い、大人は子どもの権利を守ることの大切さについて話し合いました。
　その後、子どもと大人で話し合い、大人は子どもの話を聞き、受けとめることを意識しました。子どもは、
子ども同士で話し合ったことや、普段思っていること、疑問などを大人に投げかけました。
　大人も子どももこの日初めて顔を合わせましたが、疑問が解決したり、新しいことに気づいたりできる、
有意義な場となりました。

３．感想（抜粋）
　子ども
・初めて会った人たちと話すのはとても緊張したけど、自分の意見がたくさん言えてよかったです。
・大人たちがしっかりと私たちの話を聞いてくれて、とても嬉しかったです。
・ 大人の、子どもを思う気持ちがわかって嬉しかった。お母さん、お父さんってとても大切だと思いました。
・子どもがのびのびと生きるために必要な権利なのだと思いました。
・このワークショップで学んだことを、これからの生活にいかしていきたいと思いました。　　
　大人
・それぞれ大人たちの立場は違うけど、子どものことを思う視点は同じだと感じました。
・自分が子どもの頃に思っていたことと同じようなことを思っていたのには安心しました。
・自分が子どもの頃を思い出しました。子どもの視点は普段わかっているようで、忘れていた気がします。
・子どもたちの話の中に、気づくことのなかった今の子どもの考え方の一面に触れることができました。
・ 子どもの権利の内容は昔からあったことだと思います。今は明文化されているので、より考えなくてはい

けない時期なのだと思いました。
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幸田町子ども・子育て支援事業計画（素案）に
ご意見をお寄せください（パブリックコメント制度）

　本計画は、「子ども・子育て支援法」によりその策定が市町村に義務付けられた計画であるとともに、「次
世代育成支援対策推進法」に基づく計画を一体とし、平成27年４月１日に施行が予定されている「子ども・
子育て支援新制度」のよりどころとなるものです。
　この事業計画を住民のニーズを反映し、かつ実効性のあるよりよいものにするために、皆さまにお知らせ
し、ご意見を募集します。幅広いご意見をお寄せください。

■内容
　平成27年度から平成31年度までの５年間を計画期間とし、一人一人の子どもが健やかに成長することが
できる社会の実現を目指し、質の高い幼児期の教育・保育やニーズに応じた子育て支援策を掲げる行動計画
です。

■基本理念と基本目標
　子育ての第一義的責任は保護者にあるという基本認識のもとに、子育てが喜びであり楽しみであることを
実感でき、一人一人の子どもが自分らしさと主体性をもった大人に成長することをみんなで応援していくま
ちづくりを目指し、本計画の基本理念を現行の「幸田町次世代育成支援行動計画後期計画」の理念を継承し、

「ひろがれ子育て支援の輪　伸ばそう伸びよう幸田っ子」とします。
　また、基本理念を実現するために、次の３点の基本目標も継承し計画を推進していきます。

　・　安心して産み、育てることのできるまちづくり
　・　子どもたちがのびのびと育つまちづくり
　・　子育てを、みんなで支えあうまちづくり

■意見の提出期限
　平成26年11月19日（水）まで

■意見の提出方法
　郵便番号、住所、氏名を記入し、直接持参・郵便・Ｅメール・ファックスで児童育成Ｇまでお寄せください。
〒444－0192　幸田町　住民こども部こども課　
　Ｅメール：kodomo@town.kota.lg.jp
　ＦＡＸ：63－5334

■計画（素案）の閲覧場所
　こども課（土・日曜日、祝日を除く午前８時30分～午後５時15分）か、町ホームページ（http://www.
town.kota.lg.jp/）でご覧になれます。

■問合せ　こども課児童育成Ｇ（内線131）
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内容：仕事などで昼間保護者のいない小学校低学年児童に遊びや生活習慣の指導を行います。
対象： 仕事などで昼間保護者のいない家庭の平成27年度新入学１年生からおおむね３年生までの児童（た

だし、幸田、中央、荻谷小学校については、６年生までの申込みを受け付け、可能な範囲で低学年か
ら順次入会決定していきます。）

指導場所：各小学校体育館２階会議室等（クラブによって異なります。）
指導日時：①月曜日から金曜日…下校から午後６時
　　　　　②土曜日（中央小学校にて実施）、長期休業日及び学校行事などによる特定休業日…
　　　　　　午前８時～午後６時
　　　　　　※日曜日、祝日、年末年始はお休み
そのほか： 定員以上の申し込みがあった場合は、低学年順もしくは家庭での養育の困難性の高い順に入会決

定します。
申込み： 申込用紙（各児童クラブにて11月４日（火）から配布）に必要事項を記入の上、11月28日（金）午後

５時までに、役場こども課児童育成Ｇ（３番窓口）に提出してください。（期限厳守）
問合せ：こども課児童育成Ｇ（内線133）

クラブ名 指導場所 電話 定員
坂崎児童クラブ 坂崎小学校体育館内２階会議室 62 － 2924 20
幸田第１児童クラブ 幸田小学校体育館内２階会議室 62 － 0715 30
幸田第２児童クラブ 幸田小学校北校舎１階会議室 62 － 2721 30
中央第１児童クラブ 中央小学校体育館地階 62 － 8126 50
中央第２児童クラブ 児童クラブ専用スペース 63 － 3885 30
荻谷第１児童クラブ 荻谷小学校体育館２階会議室 62 － 4222 20
荻谷第２児童クラブ 荻谷小学校特別教室棟１階多目的室 62 － 1055 30
深溝児童クラブ 深溝小学校体育館内２階会議室 62 － 4223 20
豊坂児童クラブ 豊坂小学校体育館内２階会議室 62 － 2923 20

　平成26年４月の消費税増税に伴い、子育て世帯に臨時的な給付金が支給されます。支給対象と思われる
人には申請書を送付していますので、まだ申請がお済みでない人は速やかに手続きをお願いします。
　公務員の方につきましては、幸田町から通知は送付しておりません。所属庁から案内することになってい
ますので、申請書を始め必要書類などは各勤務先へご確認ください。

支給対象者
　平成26年１月分の児童手当・特例給付の受給者であり、平成25年の所得が児童手当の所得制限限度額未
満の人
支給対象児童
　平成26年１月分の児童手当・特例給付の対象となる児童
　※ 「臨時福祉給付金」の対象となる児童、生活保護の受給者である児童は、「子育て世帯臨時特例給付金」

の支給対象からは除かれます。
支給額
　児童１人につき各10,000円

申請・問合せ　こども課児童育成Ｇ（内線133）

平成27年度 幸田町児童クラブ入会のご案内

「子育て世帯臨時特例給付金」・「子育て支援減税手当」
の申請を忘れていませんか？
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軽自動車税 税率の見直しについて
◆ 原動機付自転車・軽自動車のうち２輪のもの・小型特殊自動車・２輪の小型自動車の税率（年額）を、次

の表のとおり平成27年度課税分から引き上げます。

車種区分 現行 改正後

原動機付自転車

総排気量50cc以下 1,000円 2,000円

総排気量50cc超～ 90cc以下 1,200円 2,000円

総排気量90cc超～ 125cc以下 1,600円 2,400円

３輪以上（ミニカー） 2,500円 3,700円

２輪の軽自動車 総排気量125cc超～ 250cc以下 2,400円 3,600円

小型特殊自動車
農耕作業用（乗用トラクターなど） 1,600円 2,400円

その他（フォークリフトなど） 4,700円 5,900円

２輪の小型自動車 総排気量250cc超 4,000円 6,000円

◆ 軽自動車のうち３輪のものと４輪以上のものの税率（年額）を、次のとおり引き上げます。これらの車両
の改正後の税率は、平成27年４月１日以後に最初（新車）の新規検査を受ける車両から適用されます。

　 また、グリーン化を進める観点から、自動車検査証の『初度検査年月』から13年を経過した車両に対しては、
重課税率（年額）を適用します。この重課税率は、平成28年度課税分から適用します。

車種区分 現行 改正後 重課税率

軽自動車

３輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

４輪

以上

乗用
営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

貨物用
営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

※平成27年３月31日までに最初（新車）の新規検査を受けた車両→現行の税率
※平成27年４月１日に最初（新車）の新規検査を受けた車両→平成27年度から改正後の税率
※平成27年４月２日以後に最初（新車）の新規検査を受けた車両→平成28年度から改正後の税率
※ 平成28年度に重課税率を適用する車両は、自動車検査証の初度検査年月が平成14年以前に登録された車

両です。
※【重課税率の対象から除外される車両】
　電気軽自動車 
　天然ガス軽自動車 
　メタノール軽自動車 
　混合メタノール軽自動車 
　ガソリンを内燃機関の燃料として用いる電力併用軽自動車 
　被けん引自動車

※軽自動車税は、各年度の４月１日現在、軽自動車の所有者として登録されている人に課税されます。
　
問合せ　税務課町民税Ｇ（内線161）
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幸田町小学校体育大会の結果をお知らせします
平成26年度　幸田町小学校体育大会成績一覧

種　　目 順 位 男　　　子 女　　　子
氏　　名 校 名 記　録 氏　　名 校 名 記　録

100m走
第１位 冨田　　諒 幸田 14秒39 熊谷　有紗 坂崎 14秒67
第２位 岡本　一平 幸田 14秒80 ソウザ　ラウラ 深溝 15秒03
第３位 河合　　遼 中央 14秒89 大泉　結芽 坂崎 15秒48

1000m走
第１位 三浦　宏典 荻谷 3分16秒13 浦山　妃菜 幸田 3分27秒49
第２位 三浦　大輝 荻谷 3分16秒29 志賀　宥美 中央 3分28秒20
第３位 稲葉　晃弘 中央 3分20秒35 時吉　　舞 坂崎 3分33秒65

走り高跳び
第１位 柴田　大地 中央 1m40cm 岩近　陽香 荻谷 1m34cm
第２位 久保田　陸仁 幸田 1m35cm 上川　和雪 荻谷 1m25cm
第３位 石原　　陽 坂崎 1m30cm 岩橋　瑚子 幸田 1m25cm

走り幅跳び
第１位 河合　晃希 深溝 4m12cm 伊藤　梨奈 幸田 4m07cm
第２位 齋藤　裕真 中央 4m10cm 柴田　歩乃佳 坂崎 3m80cm
第３位 貝吹　智也 荻谷 3m99cm 橋﨑　由依 幸田 3m67cm

ボール投げ
第１位 竹ノ内　翔哉 荻谷 61m89cm 草深　　葵 坂崎 45m28cm
第２位 上村　純平 中央 53m33cm 永井　千秋 豊坂 40m81cm
第３位 市川　　剣 豊坂 53m18cm 志賀　美七希 豊坂 38m50cm

４×100mR

第１位 竹ノ内翔哉・福島璃久斗
貝吹智也・三浦宏典 荻谷 58秒25 大泉結芽・熊谷有紗

柴田歩乃佳・森嶋純菜 坂崎 1分00秒44

第２位 酒井祥大・渡邉大我
畔栁頼生・冨田　諒 幸田 58秒77 伊藤梨奈・浦山妃菜

松本佳倫・伊藤汐音 幸田 1分02秒24

第３位 河合晃希・大須賀朋威
宇都奏太・綾部俊哉 深溝 1分00秒76 今岡来未・山内凜花

志賀宥美・階戸　凜 中央 1分03秒04

前回までの大会記録
種　　目 男　　　子 女　　　子
100ｍ走 内田　一作 荻谷小 12秒80（昭和63年）伊藤　美紀 中央小 14秒30（昭和60年）
1000ｍ走 山田　滉介 荻谷小 ３分12秒49（平成20年）澤田　桃香 荻谷小 3分27秒01（平成24年）
走り高跳び 柴田　亮輔 中央小 1m50cm（平成11年）近藤ひろみ 中央小 1m33cm（平成２年）
走り幅跳び 伊奈　和彦 幸田小 4m88cm（昭和63年）羽根渕純子 幸田小 4m32cm（平成15年）
ボール投げ 白草　大剛 幸田小 72m86cm（平成25年）寺田　美紅 荻谷小 55m40cm（平成20年）

４×100mR
市川雅也、内田一作、内田栄、太田英紀 松元真理、羽根渕純子、川口憂衣、大村三恵 

荻谷小 55秒10（昭和63年） 幸田小 59秒59（平成15年）

問合せ　学校教育課学校教育G（内線424）

新
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深溝小学校親子活動「深溝断層を歩こう」を開催
　ＰＴＡ行事親子活動の日で「深溝断層を歩こう」をテーマに深溝小学校の全校生徒、保護者、関係者な
ど約600人が1945年の三河地震で出来た深溝断層やこの地区の防災を意識しながらまち歩きを行いました。
この取組には名古屋大学の減災連携研究センターも参加し、午前のまち歩き、午後のワークショップと防災
を考える一日となりました。

親子で「深溝」断層を歩こう
　午前９時深溝小学校のグランドをスタートした児童と保護者らは、深溝断層、浄圓寺、円超寺などのチェッ
クポイントに立ち寄り、幸田町の文化や歴史に触れ、用意された防災クイズなどのイベントを通して防災に
ついて学びました。危険地域等の防災だけでなく、幸田町の産業や魅力に触れました。

ワークショップの開催　
　12時30分からまち歩きに参加したＰＴＡの関係者など約50人が集まり、文部科学省が実施している「地
域防災対策支援研究プロジェクト」のワークショップに参加しました。ワークショップでは４つのグループ
に分かれ、タブレットやプロジェクターに映し出された古地図やハザードマップなどを見ながら、まちの歴
史や災害危険度を地図におとし、午前中のまち歩きで気が付いたことや深溝学区で心配なことなどをあげ、
幸田町の現状について討論しました。

  
　討論では防災対策などについて話し合い、将来自分たちができること「自助」、地域としてできること「共
助」、行政にしてもらいたいこと「公助」について、発表して頂きました。
　次に近い将来必ず発生すると危惧される南海トラフの巨大地震などや自然災害に対する地域の課題、減災
のためのまちづくりのために活発な意見が出されました。

問合せ　防災安全課 安全対策Ｇ（内線372）

▲深溝断層を見学▲防災クイズに挑戦！

▲タブレットを使って災害危険度をチェック ▲プロジェクターを使って地図を作成

▲危険個所の対策について話し合い ▲各グループでまとめた意見を発表
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幸田町消防団員応援事業を始めます！

振り込め詐欺など「特殊詐欺」に注意！

　『幸田町消防団員応援事業』とは、町内の飲食店や販売店等の事業所の皆さまにちょっとしたサービスをお願いし、
応援事業協賛店としてステッカーを貼っていただき、その協賛店で消防団員がカードを提示すればサービスが受けら
れるといったものです。協賛店側には消防団への協力といったイメージアップと集客力アップが。消防団員側はサー
ビスを受けられる。といったお互いにメリットのある事業です。
　団員やその家族にとってうれしい事業とし、消防団への入団のきっかけにもしたいため、より多くの事業所様に協
賛店として登録をしていただきたいと思います。協賛店は幸田町ホームページに掲載させていただきます。
　幸田町消防団員応援事業の詳細は幸田町ホームページ→救急・消防→おしらせ→「幸田町消防団員応援事業を始め
ます」でご覧いただけます。登録を希望される場合は下記までご連絡ください。

問合せ　消防本部庶務課庶務Ｇ　☎63-0514

▲応援事業協賛店のステッカー ▲応援事業利用証

　最近、「特殊詐欺」と呼ばれる詐欺の被害が非常に多く発生しています。特に振り込め詐欺は、学校の卒
業名簿などを利用して電話をかけ、相手を信用させてから、お金を要求してきます。
　被害にあわないために何ができるのかを考えてみましょう！

○もしも、お金を要求されたときは…
　１．『すぐに振り込まない』（一度考える。）
　２．『ひとりで振り込まない』（誰かに相談する。）
　３．『呼び出しに応じない』（留守番電話にするなど、すぐ電話に出ない。）
　４．『知らない人に手渡さない』（あなたの大切な財産を守る。）
　この４つのことを徹底しましょう。
○もしも、電話やメール、郵便物でのお金に関する儲け話があったときは…
　「うまい話には裏があるかもしれない」と、詐欺を疑って慎重になりましょう。
○日頃からできること！
　電話は留守番電話に設定する、連絡表（家族の連絡先・警察署）
　を貼る、あらかじめ家族で連絡方法や合言葉を決めておくなど、
　被害防止に努めましょう。

＊ 特殊詐欺とは…不特定多数の人に、電話等の通信手段を使って、対面しないで金品をだまし取る詐欺の総
称です。これまで被害の多かった【オレオレ詐欺】【架空請求詐欺】【融資保証詐欺】【還付金等詐欺】の
振り込め詐欺に加え、【金融商品取引名目の詐欺】【ギャンブル必勝法情報提供名目の詐欺】【異性との交
際あっせん名目の詐欺】【その他の特殊詐欺】の８類型に分けられます。

問合せ　防災安全課  安全対策G（内線371）




